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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 8月 31日 (2004.8.31)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 述 し た よ う な プ ラ ズ マ 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 第 ２ 及 び 第 ３ 電 極 １ ４ 、 １ ５ は 透 明 な
ITOよ り な っ て い る の で 、 ITO成 膜 と パ タ ニ ン グ の 製 造 工 程 が 必 要 で
　

【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ 、 ６ ４ ０ 、 ０ ６ ８ 号
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

あ っ た 。
こ の よ う な 問 題 に 対 す る 一 解 決 方 案 と し て 、 特 許 文 献 １ で は 、 各 放 電 領 域 で の ITO走 査

電 極 と 共 通 電 極 の 形 状 を 放 電 部 位 方 向 に 突 き 出 る よ う に 形 成 す る こ と に よ っ て 、 電 極 に 流
れ る 電 流 量 を 低 減 し て 放 電 電 圧 を 下 げ る 方 案 が 提 示 さ れ て い る 。 こ の よ う な ITOな ど の 透
明 電 極 だ け よ り な る 電 極 は 、 材 料 の 電 気 伝 導 度 が 低 い こ と か ら 発 生 す る 問 題 が 解 決 で き な
い た め 電 力 損 失 が 発 生 し 、 こ れ は 性 能 と 材 料 の 側 面 で 今 で も プ ラ ズ マ 表 示 パ ネ ル （ PDP）
製 造 の 難 点 に な っ て い る 。



【 図 ３ 】
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